
◆説 明（出前授業の目的等について）
・北海道旭川商業高等学校 国際ビジネス科 水野 龍生 教諭

◆出前授業の見学
・対象学級：国際ビジネス科２年（40名）
・科 目：「国際コミュニケーション」（学校設定科目）
・内 容：観光ビジネスの実際について
・授 業 者：株式会社星野リゾート 北海道統括総支配人 相内 学 様

◆テーマ別協議（進行：北海道教育庁学校教育局高校教育課 産学連携コーディネーター 月館 海斗）
【協議テーマ】
Ａ 地域の“働き手不足”に学校と企業がどう応えるのか
Ｂ 変化する“地域産業”に対応できる人材をどう育てるのか
Ｃ 産業界との協働を通して地域への愛着や誇りをどう醸成するのか

北の専門高校ONE-TEAMプロジェクト

「ONE-TEAMフォーラム(道北)」
フォーラムレポート 令和７年10月24日（金）開催

参加者の声

▶ 事前学習、現地見学、まとめなど、複数回にわたって構造的に産業界と連携した授業が行われてい
て魅力を感じた。自校でも構造的でつながりの深い授業を取り入れていきたい。（専門高校教員）

▶ 企業側がインターンシップや見学会、出前授業などに積極的な姿勢だったのが驚きだった。今後は
積極的に企業と関わりをもっていこうと思った。（専門高校教員）

▶ 定期的に学校と民間企業が情報交換を行い、お互いの立場で何を望むか、何が協力できるかを話し
合う場や、他校や他地域の好事例を聞ける機会があればよい。（経済団体関係者）

フォーラムの内容

【出前授業の目的等を説明する水野教諭】

【アンケート結果（一部）】

旭川商業高校を会場に、産業界関係者と専門高校の教員が意見交換等を実施し、産学連携の意義等
について理解を深めるイベント「ONE-TEAMフォーラム（道北）」を開催しました。
産業界等の関係者16名、道南地域の高校教員21名の合わせて37名に参加いただきました。ここでは、

本セミナーの実施状況を紹介しますので参考にしてください。

【高校教員と産業界関係者による活発な協議】 【他のグループに協議内容をシェア】

【出前授業を見学する参加者と講師の相内様】


